
第３回定例会

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案

は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
関

す
る
も
の
７
件
、
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
も
の
１
件
、
令
和
５
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
４
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
関
す
る
も
の

１
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
が
２
件
の
合
計
16
案
件
で
、
全
議
案
と
も
可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　決算審査特別委員会の設置に先立ち、令和４年度
の決算については町長に総括的な質疑を行いました。
　議員本人が要約し、執筆した原稿を掲載していま
す。総括質疑　２議員が登壇

町長に問う町長に問う！！

大
賀
　
広
史 

議
員

根
岸
　
富
一
郎 

議
員

令
和
３
年
の
談
合
事
件

問 

令
和
４
年
度
は
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
だ
１
年
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
で
官
製
談

合
事
件
の
処
理
は
終
わ
っ
た

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

有
罪
と
な
っ
た
元
職
員

へ
給
与
自
主
返
納
通
知
書

（
２
２
０
万
円
）を
送
付
し
、

そ
の
後
２
度
の
催
告
を
行
っ

た
が
納
付
が
な
い
。

　

次
に
入
札
妨
害
で
立
件
さ

れ
た
元
社
長
の
控
訴
審
が
、

今
年
の
６
月
23
日
に
確
定
し

た
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
違

約
金
請
求
の
検
討
中
。

※
後
日
の
全
員
協
議
会
で
、

会
社
に
対
し
、
約
１
憶
５
０

０
０
万
円
の
違
約
金
請
求
を

す
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

問 

町
は
な
ぜ
指
定
管
理
が

必
要
か
。

答 

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
、
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、
経
費
の
削
減
を

図
る
。

問 

ど
ん
な
こ
と
に
指
定
さ

れ
て
き
た
か
。

答 

地
方
自
治
法
に
基
づ
く

公
の
施
設
管
理
運
営
に
は
、

議
決
も
必
要
。

問 

住
民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
（
収
支
報
告
な
ど
）
シ
ス

テ
ム
が
で
き
な
い
か
。

答 

町
の
監
査
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

問 
第
三
者
機
関
の
監
査
を

置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

不
正
事
件
等
が
あ
れ
ば

別
だ
が
、
現
状
の
、
監
査
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
適
切
。

土日・町外運行で足を確保

令和４年度一般会計・特別会計等決算を認定‼令和４年度一般会計・特別会計等決算を認定‼
一般会計決算　歳出59億971万円一般会計決算　歳出59億971万円 「はとタク」増車「はとタク」増車

決
算
審
査

特
別
委
員
会

歳
　
出

歳
　
入

地
方
交
付
税

問 

２
億
４
０
０
０
万
円
の

増
額
要
因
は
。

答 

高
齢
者
の
保
健
福
祉
費

の
算
定
結
果
が
想
定
よ
り
も

上
回
っ
た
こ
と
、
令
和
４
年

の
大
雨
災
害
に
係
る
災
害
復

旧
費
な
ど
が
要
因
。

問 

法
人
町
民
税
の
減
少
が

際
立
っ
て
い
る
が
、
要
因
は
。

答 

法
人
が
減
少
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
原
材
料
及

び
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
で

減
収
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

若
者
生
活
支
援
特
別
給
付
金

問 

対
象
年
齢
と
人
数
は
。

答 

高
校
生
か
ら
大
学
生
等

ま
で
、
６
６
８
人
、
対
象
者

令
和
４
年
度

一
般
会
計
決
算

の
う
ち
99
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

に
支
給
で
き
た
。

団
体
等
へ
の
補
助
金

問 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

支
出
し
た
補
助
金
、
委
託
金

の
総
額
は
い
く
ら
か
。

答 

約
４
億
６
３
４
８
万
円

で
、
今
後
実
施
事
業
に
つ
い

て
議
会
に
報
告
す
る
。

問 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、
町
の
補
助
金

及
び
委
託
料
の
概
算
総
額
は
。

答 

町
補
助
金
５
３
０
万
円
、

国
補
助
金
５
３
０
万
円
ほ
か
、

約
４
０
６
８
万
円
の
受
託
事

業
費
だ
。

空
家
等
対
策
協
議
会

問 

こ
れ
ま
で
年
１
回
程
度

の
開
催
で
は
、
空
き
家
対
策

は
進
ま
な
い
。

答 

今
年
度
は
特
定
空
き
家

の
判
定
や
計
画
の
更
新
が
あ

り
、
会
議
回
数
を
４
回
予
定

し
て
い
る
。
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園児・児童の置き去り防止を

ち
ょ
っ
く
ま
の
運
営

問 

管
理
代
行
料
と
し
て
町

か
ら
２
３
０
０
万
円
の
支
出

と
１
２
１
万
円
の
芝
生
管
理

費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
管

理
者
の
収
益
は
ど
う
か
。

答 

事
業
者
が
一
定
の
負
担

を
し
な
が
ら
施
設
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
管
理
代
行
料
で

は
マ
イ
ナ
ス
が
生
じ
て
い
る

状
況
と
の
こ
と
だ
。

図
書
資
料
費

問 

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
書

籍
購
入
費
に
対
し
、
紙
ベ
ー

ス
の
図
書
資
料
の
購
入
は
ど

う
な
る
か
。

答 

例
年
通
り
、
図
書
資
料

の
購
入
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

通
学
バ
ス
安
全
確
認
装
置

問 
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答 

送
迎
バ
ス
車
内
置
き
去

り
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
セ
ン

サ
ー
に
触
れ
る
と
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
鳴
る
シ
ス
テ
ム
。

令和４年度一般会計決算（歳出） 令和４年度一般会計決算（歳入）

※その他は、ゴルフ場利用税交付金、地方譲与税、財産収入などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は、災害復旧費、商工費、労働費などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

地方交付税

町税

国庫支出金

県支出金

繰入金

地方消費税交付金

繰越金

分担金及び負担金

町債

諸収入

その他

28.0%

26.4%

13.2%

5.5%

4.6%

4.6%

4.5%

4.3%

2.3%

1.5%

5.1%

17億8,898万円

16億8,665万円

8億4,018万円

3億5,402万円

2億9,631万円

2億9,567万円

2億8,985万円

2億7,177万円

1億4,423万円

9,791万円

3億2,079万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

教育費

消防費

土木費

農林水産業費

議会費

その他

29.9%

23.2%

11.4%

11.2%

8.0%

5.2%

4.8%

3.2%

1.4%

1.7%

17億6,707万円

13億6,945万円

6億7,449万円

6億6,421万円

4億7,520万円

3億  905万円

2億8,369万円

1億8,644万円

8,083万円

9,928万円

グラフの見方：項目・構成比・金額

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
決
算

問 

高
額
医
療
費
負
担
金
、

１
億
３
１
４
２
万
円
、
ど
の

よ
う
な
疾
病
が
多
い
か
。

答 

医
療
費
が
一
定
の
ラ
イ

ン
を
超
え
た
場
合
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
、
全
県
的
に

言
っ
て
脳
梗
塞
の
よ
う
な
疾

病
か
ら
長
期
入
院
に
至
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

問 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
金
４
億
６
６
５
万
円
だ
が
、

今
後
も
自
宅
で
の
介
護
で
生

活
さ
れ
る
方
が
増
え
る
の
か
。

答 
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て

く
る
と
、
施
設
入
所
も
増
え

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

各
家
庭
や
ご
本
人
の
希
望
に

沿
う
形
で
給
付
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

支
出
済
額
59
億
円
に
対
し
、

繰
越
額
や
不
用
額
が
多
く
、

実
質
の
支
出
は
50
億
円
程
だ
。

　

総
務
省
か
ら
補
助
金
が

入
っ
た
が
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
、
マ
イ
ナ
補
助
金
な
ど
の

使
途
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
の

収
支
報
告
が
個
別
に
出
な
い

こ
と
に
反
対
す
る
。�（
根
岸
）

　

予
算
に
対
す
る
行
政
効
果

の
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、

町
の
評
価
は
甘
く
、
改
善
点

が
見
え
て
こ
な
い
。
旧
来
の

自
治
体
モ
デ
ル
で
は
な
く
、

企
業
経
営
モ
デ
ル
を
導
入
し

て
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

べ
き
。
業
者
に
丸
投
げ
、
補

助
金
の
バ
ラ
マ
キ
で
は
な
く
、

結
果
を
出
す
た
め
の
取
り
組

み
を
期
待
す
る
。�

（
関
根
）

　

給
食
費
や
保
育
費
の
減
額

な
ど
子
育
て
支
援
は
評
価
す

る
が
、
高
齢
者
福
祉
は
日
常

生
活
支
援
な
ど
の
事
業
に
変

化
が
な
く
、
停
滞
し
て
い
る
。

ち
ょ
っ
く
ま
や
泉
井
交
流
体

　

ワ
ク
チ
ン
行
政
、
個
人
番

号
制
度
な
ど
国
の
強
引
な
姿

勢
に
対
し
、
町
が
受
け
止
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
は
納

得
が
い
か
な
い
が
、
町
制
40

周
年
記
念
事
業
、
不
正
事
件

を
発
端
と
し
て
大
き
な
庁
内

改
革
が
で
き
た
こ
と
を
評
価

す
る
。
一
方
で
職
員
の
負
担

が
過
重
に
な
っ
て
い
な
い
か

気
に
か
か
る
。�

（
野
田
）

　

町
政
40
周
年
記
念
事
業
を

若
い
職
員
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
大
い
に
評
価

で
き
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の

土
日
運
行
、
町
外
運
行
も
評

価
す
る
。
高
校
生
・
大
学
生

等
へ
の
給
付
金
も
、
若
い
世

代
へ
目
を
向
け
た
、
良
い
取

り
組
み
だ
っ
た
。�

（
中
山
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

験
エ
リ
ア
は
、
多
額
の
費
用

で
整
備
し
た
う
え
、
毎
年
３

０
０
０
万
円
も
の
管
理
料
が

か
か
る
。
こ
れ
ら
施
設
が
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
反

省
を
促
し
た
い
。�

（
森
）
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個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

問 

介
護
に
関
し
て
は
、
既

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
の
情
報
連
携
と
い
う
面
に

関
し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。

問 

財
政
調
整
基
金
の
残
高
、

目
標
は
。

答 

実
質
的
に
は
７
億
３
５

０
０
万
円
程
度
。
標
準
財
政

規
模
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら

い
、
大
体
８
億
円
近
く
を
目

標
に
し
て
い
る
。

問 

財
調
残
高
が
積
み
上
が

る
と
地
方
交
付
税
の
ほ
う
に

も
影
響
が
出
る
の
で
は
。

答 

若
干
、
交
付
税
の
交
付

措
置
を
見
直
す
と
い
う
よ
う

な
話
も
あ
る
。
あ
る
程
度
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
器

10
万
５
０
０
０
円
、
何
器
購

入
す
る
の
か
。

答 

新
た
に
６
器
。
本
年
の

８
月
末
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の

捕
獲
が
１
１
８
頭
。
昨
年
に

比
較
し
て
、
数
量
的
に
は
伸

び
て
い
て
、
２
０
０
頭
に
迫

る
勢
い
の
捕
獲
実
績
に
な
っ

て
い
る
。

問 

空
家
等
対
策
協
議
会
委

員
の
報
酬
（
９
人
分
）
16
万

２
０
０
０
円
。
何
回
、
会
議

を
増
や
す
の
か
。

答 

３
回
分
の
委
員
報
酬
を

計
上
し
て
い
る
。

問 
特
定
空
家
等
判
定
委
員

会
、
会
議
開
催
実
績
と
開
催

予
定
は
。

答 

今
月
中
に
１
回
予
定
を

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
特
定

空
き
家
の
判
断
基
準
を
協
議

す
る
と
い
う
形
で
今
考
え
て

い
る
。

問 

学
校
給
食
費
の
財
源
が

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
と
い
う
こ
と
。
ど
こ
の
企

業
が
行
っ
た
の
か
。

答 

合
同
会
社
ラ
ビ
ッ
ト

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）。
訪
問

介
護
、
訪
問
看
護
コ
ン
サ
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
る
会
社
か

ら
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
。

問 

次
の
予
定
は
あ
る
か
。

答 

12
月
の
補
正
で
、
１
件

入
る
予
定
。

「
松
浪
健
一
郎
議
員
に
よ
る
公
益
社
団
法
人
鳩
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

「
松
浪
健
一
郎
議
員
に
よ
る
公
益
社
団
法
人
鳩
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
度
を
越
え
た
誹
誇
中
傷
と
法
人
の
自
立
権
侵
害
及
び
業
務
妨
害
、
越
権
行
為

す
る
度
を
越
え
た
誹
誇
中
傷
と
法
人
の
自
立
権
侵
害
及
び
業
務
妨
害
、
越
権
行
為
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等
の
即
時
停
止
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関
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る
請
願
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審
議
結
果
　「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」　
別
紙
の
附
帯
意
見
を
付
す

審
議
結
果
　「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」　
別
紙
の
附
帯
意
見
を
付
す

附帯意見
　請願権は憲法第16条に規定された権利である。紹介議員を介して、請願を提出さ
れたことは重く受け止める。しかし議員個人に対する内容でもあり、鳩山町議会とし
て判断することが難しい問題をはらむものであると考える。

　議会は“言論の府”と言われ、会議原則の第1に「発言自由の原則」が挙げられている。
議員は職責を果たすために、様々な角度からの発言を行う。これを制限することはで
きない。
　一般質問は、町の一般事務について、議長の許可を得て質問ができる。議場におい
ては、議長が問題のある発言は制限する。
　今回、誤解があったとするならば、まずは当事者同士の話し合いの時間を持つこと
が先決であったと考える。また個人間の争いならば、法的判断を仰ぎ解決する方法も
ある。

　議会として、そして議員として再認識すべきことは、請願にあるように事実確認を
し、冷静に判断して発言すること。また（全国町村議会議長会が発行している）議員
必携には、自己の発言に責任を持つことが要求されており、発言は議会の品位を落と
すものであってはならないとある。また個人情報を含む内容に関しては、特に慎重に
対応すべきと考える。これらのことを肝に銘じ、今後も町民の皆様の負託に応えるべ
く信頼される議会となるように、更に取り組んでいく。

　

松
浪
議
員
の
質
問
に
対
し

て
、
理
事
長
名
で
説
明
責
任

を
果
た
す
べ
き
。
当
該
法
人

は
独
立
し
て
経
営
で
き
る
団

体
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
元

よ
り
議
員
が
経
営
に
関
与
す

る
権
限
は
な
い
の
で
、
自
立

権
侵
害
、
業
務
妨
害
、
越
権

行
為
に
は
該
当
し
な
い
。

　

人
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、

既
に
請
願
者
が
専
門
家
で
あ

る
弁
護
士
や
人
権
擁
護
審
議

会
に
相
談
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
尊
重
し
た
い
の
で
請

願
の
必
要
は
な
い
。�（
関
根
）

　

こ
の
件
は
、
請
願
と
す
る

前
に
双
方
で
話
し
合
う
こ
と

で
解
決
の
糸
口
を
探
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
紹
介
議
員
は
請
願
者
と

議
会
と
の
橋
渡
し
役
で
あ
り
、

話
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と

に
尽
力
す
る
べ
き
だ
っ
た
の

〈
反
対
討
論
〉

で
は
な
い
か
。
請
願
審
査
に

つ
い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
福

祉
文
教
委
員
会
の
審
査
を
傍

聴
し
、
委
員
会
で
の
審
査
結

果
を
尊
重
す
る
。�

（
大
賀
）

　

請
願
権
は
日
本
国
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
の

一
つ
で
あ
る
が
、
松
浪
議
員

の
発
言
に
対
す
る
当
事
者
は

法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
請
願
者

の
個
人
が
一
職
員
の
立
場
で

権
利
侵
害
を
訴
え
る
も
の
で

は
な
い
と
思
う
。

　

一
方
、
松
浪
議
員
に
つ
い

て
は
、
発
言
の
誤
っ
た
解
釈

が
あ
り
、
発
言
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
勉
強
し
て
発
言
す
べ

き
だ
と
思
う
。�

（
清
水
）
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